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画像電子学会年次大会予稿原稿用紙 
(様式1)
画像電子学会	年次大会予稿
The Institute of Image Electronics	Proceedings of the Media Computing Conference 　　 
Engineers of Japan画像電子学会年次大会予稿原稿用紙 (様式1)




1. 原稿の提出形態
　提出原稿のファイル形式は「PDF」または「HTML」(HTMLテンプレート参照)です．「PDF」での原稿作成の際は，すべてのフォントを埋め込んで(embed)事務局でヘッダやページ情報の追加記載が可能なようにご配慮下さい.もし，PDFファイルでのご提出が難しい場合は，事務局にご相談下さい．
・PDF原稿の作成について
http://www.iieej.org/nenji/font_enbedding.doc
なお，年次大会の予稿，書誌情報はJ-stageにて公開させて頂きます． 

2. レイアウト
2.1 タイトルその他(1ページ目上部)に関して
大会予稿の1ページ目上部には，タイトル，発表者氏名，所属の和文と英文，およびメールアドレス(任意)をそれぞれ記述してください．
2.2 本文に関して
本文は2.1の「タイトルその他」に続けて記述してください．MS-Wordで作成する場合はこのテンプレートファイルを用い，本文は必ず左右18cm，天地25.5cm以内の長さにおさまるようにしてください．本文は9ポイント活字を標準とし，字間および行間は適宜調整して25文字×46行×2段／ページを目安にしてください．
2.3 図表，写真に関して
図表，写真も電子データで提供下さい．図面，写真，表の中の文字や数字も本文と同じ大きさとなるようにしてください．

3. 原稿枚数
原稿枚数は図表，写真等を含め，全セッションA4サイズ2~4ページ程度とします．必ず所定枚数内におさまるようご配慮ください．
　　　　　　　　　　　　　
4. 著作権について
　研究会講演予稿に掲載される論文の著作権については，http://www.iieej.org/trans/toukou/IIEEJcopyright.pdfをご参照下さい。

5. 発行日について
著作権保護に関わる大会予稿集の発行日は，大会開催初日とします．ただし他学会と共催の場合には，共催学会中で最も早い発行日に合わせます．

6. 原稿提出先
 原稿はEasyChairから提出して下さい．EasyChairのURLは年次大会Webページを参照してください．
https://www.iieej.org/annualconf/

問合せ先：
画像電子学会事務局
〒116-0002　東京都荒川区荒川3-35-4
ライオンズマンション三河島第二 101号
TEL (03) 5615-2893
FAX (03) 5615-2894
e-mail：kikaku@iieej.org 
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